	用　　語
	解　　　　　説

	案件
	処理もしくは調査すべき事柄、または議題となる問題のことです。

	委員会
	議案その他の議決事項は、本会議で決定されますが、本会議での審議を効率的に行うため、少人数の議員で構成する委員会を設け、議案などを専門的・能率的に審査しています。

委員会には、本会議から付託された議案や請願を審査する『常任委員会』と、議会の円滑な運営を図るための『議会運営委員会』があります。また、必要に応じて設置される『特別委員会』もあります。

	委員会付託
	議会に提案された議案をより専門的に審査するため、担当の委員会へ託すことです。委員会が終わると委員長は、本議会で審査内容及び結果を報告し、それを参考に本会議で議決されます。 

	委員長報告
	本会議での採決の前に、付託された案件に対する委員会での審査内容及び結果を、主な質疑項目・討論内容・採決結果の形にまとめ、委員長が報告します。

	意見書
	地方自治法第99条の規定に基づき、村議会は村の公益に関することについて、国会、国、県などの関係行政庁に対し、議会の意思を意見としてまとめた文書を提出することができます。

	一事不再議
	同一会期中に一度議決された事件については、再び議決をしないという議事運営のことです。

	一般質問
	議員個人が行政全般にわたり、執行機関に対し事務の執行状況や将来に対する方針等について所信を質し、あるいは報告、説明を求め又は疑問を質すことです。

	延会
	議事日程の一部又は全部が終わらず、その日の日程を他日に延ばして、その日の会議を閉じることです。

	会期
	議会が会議を行う期間（開会日から閉会日まで）のことで、本会議開会後に議決により決定します。

	開議
	その日の会議を開くことをいいます。なお、その日の議事日程に記載された事件を全て議了し、その日の会議を閉じることを散会といいます。

	議案
	議会の議決を得るために、村長や議員及び委員会が提出する案件を議案といいます。

	



関する議案


・承認（不承認）：『専決処分』に関する議案


・採択（不採択）：『請願』

	『陳情』
・異議ない旨回答：『諮問』に関する議案
	

	議事日程
	その日の会議の議事の順序表のことで、議長が定めます。

	休会
	会期中に、一定期間議会の会議が開かれずに、休止している状態のことです。

	継続審査
	会議に付された事件について、当該会期中に議了できず、付託を受けた委員会が閉会中に引き続き審査を行うことです。

	採決
	議長が本会議で表決をとる行為のことをいい、委員会の場合は委員長が表決をとる行為のことをいいます。なお、採決に至らなかった案件は、継続審査の議決をしない限り、審議未了、廃案となります。

	採択・不採択
	請願・陳情に対して、議会がその内容を審査して決定した賛否の意思決定のことです。

	散会
	その日の議事日程に記載された事件の全てを議了して、その日の会議を閉じることです。

	質疑
	議案等に関し、討論、採決の前に、賛否又は修正等の態度決定が可能となるよう、不明確な点を質すことをいいます。

	執行機関
	村長、行政委員会（教育委員会、選挙管理委員会、農業委員会など）、行政委員（監査委員）など、行政の仕事を行う機関のことです。

	質問通告書
	質問する事項を、あらかじめ議長に告げ知らせる文書のことをいいます。

	指名推選
	法律又は政令により、地方議会で行う選挙について、投票によらず、あらかじめ指名者を定め、その者が指名するものを当選者とする方法のことをいいます。

	招集
	議会を開くために議員に、一定の日時に一定の場所へ集合するよう要求することです。

	上程
	議事日程に組み入れて議題とし、審議の対象とすることです。

	

	常任委員会
	地方公共団体の事務に関する調査及び議案、陳情等の審査を行わせるために、条例で定め常設する委員会のことです。

	除斥
	公正な審議をするため、議案を審議するときに、その議案と利害関係のある議員を審議に参加させない制度のことです。

	条例
	地方公共団体が自治立法権に基づいて定める自主法のことです。条例の制定・改廃は原則として議会の議決により成立し、長の公布により効力が生じます。条例案の議会への提案権は、長・議員の双方が有しています。

	審議
	本会議の付議事件について、説明を聞き、質疑し、討論をし、表決するといった一連の過程のことを審議といいます。

	審査
	委員会において、付託を受けた議案、請願等を論議し一応の結論を出す過程のことをいいます。

	人事案件
	村長が議会の同意を得て選任又は任命する人事に関し、議会に同意を得るために提出する議案のことです。

	請願
	国民をはじめ広く人々が、国や地方公共団体に意見や要望を述べることをいいます。原村議会に請願する場合は、村議会議員の紹介が必要となります。提出された請願書は常任委員会などで審査した上で、本会議で採択か不採択かを決定します。

	全員協議会
	全員協議会は、議員全員で行うものですが、正規の議会の会議ではなく、審議能力、決定能力など議会としての能力は認められていません。原村議会では、執行機関からの報告や議会活動の報告の場として開かれています。

	陳情
	特定の事項について利害関係のあるものが、議会などに実情を訴え、処置を要望する行為のことで、請願と異なり議員の紹介を必要としません。

	定足数
	議会において、有効に議題を審議し、決定するために必要とされる出席者の数のことを定足数といいます。地方自治法において、議会は、議員の定数の半数以上の議員が出席しなければ、会議を開くことができないとされています。

	定例会・臨時会
	『定例会』は、付議事件の有無にかかわらず、定期的に招集される議会のことをいいます。原村議会では、３月・６月・９月・１２月の年４回開くことを条例で定めています。また、定例会のほかに、臨時の必要がある場合に随時招集され、付議事件として告示したものに限り審議できる議会を『臨時会』といいます。なお、招集は村長が行いますが、会期や日程は議会が決めることとなっています。

	動議
	主として会議の進行又は手続きに関し、会議の進行中に議員から議会に対してなされる提議のことです。

	答弁
	会議、委員会などで、議員の質疑、質問に対して村長や教育長、関係課長などが回答や説明などを行うことをいいます。

	討論
	会議において、表決の前に、議題となっている案件に対し、賛成か反対かの自己の意見を表明することです。

	付託
	（委員会付託と同義です）

議会に提案された議案をより専門的に審査するため、担当の委員会へ託すことです。委員会が終わると委員長は、本議会で審査内容及び結果を報告し、それを参考に本会議で議決されます。

	表決
	議会の意思決定に個々の議員が参加するための手段で、議題に対して賛成、反対の意思表示をすることです。議長がこの表決を取ることを「採決」といいます。

	閉会
	議会を閉じ、法的に活動能力のない状態とすることです。

	みなし採択・不採択
	請願・陳情について、同一会期中にすでに同一趣旨、同一目的の議案又は請願等が議決されている場合、一事不再議の原則により、議決することなく、既になされた同一趣旨、同一目的の議案又は請願等の議決の結果により「採択」又は「不採択」とみなして処理する取扱いのことです。


